
備考

略名 投与量 単位 投与法 投与日

840 mg/body点滴（1時間）

420 mg/body点滴（30分まで短縮可） ｄ1

HER 8 mg/kg 点滴（90分）

6 mg/kg 点滴（30分） ｄ1

1） 20ml 1 A

ポート確認

2） 50ml 1 本

ルート確保

3） 840mg/body

420mg/body

250ml 1 袋

主管① 点滴 1時間 2回目以降は30分まで短縮可能

4） 50ml 1 本

主管② 点滴 30　分　（初回　1時間）　経過観察

5） 8mg/kg

6mg/kg

100ml 1 本 60mg:3ml、150mg:7.2mlの注射用水で溶解。

100ml 1 本 21mg/mlの溶解液になる。

主管③ 点滴 30　分　（初回　90分）

6） 50ml 1 本

フラッシュ

7） 10ml 1 筒

ルートロック

　　　　　　　〈所要時間 　約2時間〉

　　　　　　　〈初回 　約4時間〉

次ページあり

ヘパリンNaロック

生食

生食

レジメンcode： C18-56

適応がん種： 大腸癌

ｄａｙ1

ハーセプチン（初回）

　　　　　　（2回目以降）

　　　　　　　初回

生食

間隔： 3週間

抗がん剤（採用薬品名）

レジメン名： Pertuzumab+3wHER

パージェタ（初回）

　　　　　　 （2回目以降）

生食

パージェタ 　　　　　　　初回

　　　　　　　2回目以降

　　　　　　　2回目以降

生食

生食

注射用水

ハーセプチン
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【適応】

*がん化学療法後に増悪したHER2陽性の治癒切除不能な進行・再発の結腸・直腸癌

*フッ化ピリミジン系抗悪性腫瘍剤、オキサリプラチン及びイリノテカン塩酸塩水和物による治療歴のない患者に

おけるパージェタ+ハーセプチン併用療法の有効性および安全性は確立していない。

*心機能検査：投与開始前に心エコー検査(ＬＶＥＦ)、心電図などにより心機能評価を行なった上で投与を検討する事。

*RAS遺伝子変異陽性の患者に対する本剤の有効性および安全性は確立していない。


